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なく，他者と会話しながらコミュニケーションを
通じて文化と情報を共有する空間である。デン
マークの公共図書館がにぎやかな理由はそこにあ
る。公共図書館がその本領を発揮するには図書館
内での自由な会話が＜必要＞なのである。
オープンライブラリーが示す21世紀の地域図書館
　デンマークの図書館の開館時間は10時から19時
までのところが多く，フルタイムの職を持ってい
ると図書館に行く時間が取れない。１年に一度も
図書館に行かないという人もたくさんいる。だが
保育園時代の図書館通いからスタートし学齢期の
グループでの利用を経て成人するまでに公共図書
館の利用が各教育段階に自然に組み込まれている
ため，デンマークの人々にとって公共図書館は空
気のような身近な存在であり，休職や解職や退職
をきっかけに図書館に再び通いはじめる人が多い
のは，図書館を利用することを感覚的におぼえて
いるからである。
　地域社会における公共図書館の定着をよく示す
のが，デンマークで2010年頃から広まった職員不
在の時間帯（８時から10時および17時から22時の設定
が多い）を住民に開放するオープンライブラリー
（åbne bibliotek）である。2015年現在，半数以上の
図書館がこのシステムを導入している。住民は社
会保障番号カード（Sundhedkort）を使って入館し，
セルフサービスで自由に図書館を利用する。制度
導入には自治体の経費削減の理由があり図書館界
では議論があるが，利用者はオープンライブラ
リーを歓迎し，司書が勤務する時間帯にはレファ
レンスや読書相談サービスを利用し，セルフサー
ビスの時間帯には資料の閲覧や借り出しを行うと
いうように二つの時間帯を使い分けている。つま
りデンマークでは「専門職によるサービスを受け
る図書館」と「自分で自由に利用できる図書館」
が同居している。
　デンマークでオープンライブラリーがこれほど
短期間に普及したのは複数の理由が重なっている。
まず資料の貸出・返却・予約図書のピックアップ
がセルフサービスで行われていること，BDSや監
視カメラが完備されているなど設備・施設面での
条件が整っていることがあげられる。これに加え
てさらに重要な点は，オープンライブラリーは住
民同士の結束力が強い非都市地域から普及して
いった。そして全国に浸透する過程で懸念されて
いた盗難や器物損壊などはほとんど起こらなかっ
たのである。デンマークおよび北欧諸国は世界的
に社会信頼度の高い地域であり，こうした信頼関
係が作り上げる成熟した地域社会がオープンライ
ブラリーを支えている。オープンライブラリーが
図書館界の期待するようなソーシャルキャピタル
の醸成の場となっていくかは未知数だが，住民に
そうした場がすでに手渡されたのである。
情報と文化の媒介空間としての可能性
　公共図書館で提供されるサービスは情報と資料
の提供を基調にしつつも，社会状況と共に大きく
変化してきた。だが一方で社会的・経済的に困難
な状況に置かれた人々の情報アクセスをサポート
するという図書館の存在意義が変化することはな
かった。そしてその最も重要な役割を果たすため
に，図書館界は地域による図書館サービスの格差
をなくすことに専心してきた。すべての自治体に
公立の図書館が設置され図書館の基本サービスが
専門職によって提供されていることは，デンマー
クの公共図書館の最大の強みである。そうした基
盤の上に，情報と文化の媒介空間としての新しい
可能性を常に模索し続けるデンマークの公共図書
館が，21世紀の公共図書館の一つのモデルである
ことはまちがいない。
追記：本稿提出直後の2015年２月14日にコペンハー
ゲンでテロ事件が発生した。事件が起こったのは
表現の自由をテーマとする講演会の会場であり，
図書館が日頃から連携関係にあった文化施設で
あった。図書館は表現の自由への脅威に立ち向か
う存在であり，今回のような悲惨な事件を前にし
てその理念はいっそう強くなる。そうであっても
なお，この事件は文化の共有と文化的多様性の尊
重という公共図書館の根幹部分に重い問いを投げ
かけている。
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１）デンマーク公共図書館のプログラムについては以下の文献
を参照。吉田右子『デンマークのにぎやかな公共図書館：平
等・共有・セルフヘルプを実現する場所』新評論，2010，264p.
２）Jochumsenらの四空間モデルについては以下の文献を参照。
吉田右子「対話とエンパワーメントを醸成する21世紀の北欧
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